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持続可能な温泉観光地の実現に向けた
振興策と保全策に関する研究



近年,世界的に国際観光客数は増加傾向1)にある
一部の観光地では住民生活の質,観光客の体験の質を共に低下させる
オーバーツーリズムが問題となっている
世界：国連世界観光機関(UN Tourism)などにより,

観光に関わるすべての地域が目指す基準であるGSTC-D (2013年策定)
日本：「日本版持続可能な観光ガイドライン(JSTS-D)」(2020年策定)

目的 持続可能な観光地として一定の評価を受けた温泉観光地を対象に
持続可能な温泉観光地の実現に向けた振興策と保全策の実態を明らかにする

大分県別府市を対象とした研究2)

住居系地域へ民泊施設が立地するなど開発が進むなか,民泊施設運営者による,共同温泉
の回数券の購入や清掃協力など,民泊施設と共同温泉での機能補完が確認できている

温泉観光地
自然資源であるため,湧出量や温度低下など開発の影響を受けやすい
地域住民の生活インフラである場合も多く,観光客の増大による負の影響を受けやすい

1.研究の背景と目的

観光公害の原因と考えられてきた観光開発が,地域課題の解決に寄与する可能性

持続可能な温泉観光地形成のためには,地域特性に合わせた振興策と保全策が重要

1)観光庁(2025)「令和7年度観光白書 2024年の世界の観光の状況」第3節,p5, https://www.mlit.go.jp/statistics/file000008.html(2025.11.18 最終閲覧)
2)轟木龍介,姫野由香,横田彩夏(2022)「住宅宿泊事業法に基づく基礎自治体の取組み実態と温泉観光地における民泊施設立地規制のあり方」,日本建築学会大会学術講演梗概集(北海道),F-1分
冊,pp.917-91



2.研究の対象と方法

2-2.研究の方法

2-1.研究対象地の選定

表１ 研究対象の件数

世界の温泉観光地における観光促進策および保全策の実態を把握するため,
既に振興または保全が実施されている事例6)~13)を選定する(表１)

10)観光庁(2020)「持続可能な観光の実現に向けた先進事例集2020年度」
11)観光庁・UNWTO駐日事務所(2020)「持続可能な観光の実現に向けた先進事例集(2019年度)」
12)観光庁(2018)「持続可能な観光の実現に向けた先進事例集(2018年度)」
13)観光庁国連世界観光機関(UNWTO)駐日事務所(2023)「持続可能な観光の実現に向けた先進事例集」

【対象】国内温泉観光地
132市区町村

【対象】国内温泉観光地
132市区町村
国外温泉地８地域

地形的閉鎖性・交通結節性等を指標として
立地条件により温泉観光地を分類

3章

立地分類ごとの温泉観光地の特徴把握
立地分類ごとに地域特性や温泉資源特性を把握

6)環境省(2022)「国民保養温泉地一覧表」
7)国土交通省観光庁 外客受入担当参事官付(2025)「持続可能な観光地域づくりのための事例集」
8)国土交通省観光庁 外客受入担当参事官付(2024)「持続可能な観光地域づくりのための事例集」
9)国土交通省観光庁(2022)「JSTS-Dの取り組み持続可能な観光地域づくりへの挑戦」

立地分類ごとに国内温泉観光地の
振興策と保全策の傾向を把握
国外温泉観光地の振興策と保全策の傾向を把握

4章

国内温泉観光地の振興策と保全策の詳細を把握
5章 【対象】国内温泉観光地3市区町村



国内温泉観光地を地形的な独立性を指標として,
【単一目的地型（50件）（以下,単一型）】と【周遊型（82件）】に分類した(図1)

農林水産省「農業地域類型」第1次分類
市区町村ごとに、その地域の土地利用上の特性により類型化した統計区分
(基準指標：DID面積,人口密度,林野率,耕地率など)
全国の市町村を一律の基準で分類,地形・立地条件を代理する客観的指標として利用

図1 立地分類のフローチャート

3-1.対象温泉観光地の立地分類の方法

図2 立地分類ごとの研究対象地の分布

国外事例：州・県など地域単位が統一されておらず,国内（市区町村）と同じ基準で
立地を分類して比較しにくい

4章：基礎自治体（市区町村）が中心となって整備・運用する制度・計画を調査



3-2.国内温泉観光地の立地特性
文献調査より立地条件ごとの統計情報の集計結果を表2に示す

表2  立地分類別観光に関する集計項目の中央値

平均値も算出したが,外れ値の影響が大きかったため中央値を採用した

統計項目
ほぼ全ての項目で【周遊型】が
大きい値
アクセス性：【周遊型】は所要
時間が短くアクセス性が良い



3-2.対象温泉観光地の立地特性

周遊型：都市部からのアクセス性も良く,規模が大きい温泉観光地
単一型：人口規模や観光規模が比較的小さい温泉観光地

文献調査より立地条件ごとの統計情報の集計結果を表3に示す

温泉に関する項目
温泉利用宿泊施設数を除くほぼ
全ての項目で【周遊型】が【単
一型】と比べ大きい値を示した

表2  立地分類別観光に関する集計項目の中央値

平均値も算出したが,外れ値の影響が大きかったため中央値を採用した

統計項目
ほぼ全ての項目で【周遊型】が
大きい値
アクセス性：【周遊型】は所要
時間が短くアクセス性が良い



4-1.国内温泉観光地の振興策と保全策の傾向

【国内】
振興策：立地類型にかかわらず,観光需要の確保を目的とした

施設整備・補助金・情報発信が行われている

表3 国内事例の振興策・保全策の集計

国内事例の振興策と保全策の取り組み件数を集計したものを表3に示す
温泉法をはじめとする制度条件を
一定程度揃えたうえで,地域ごとの
対応の違いを比較するため国内事
例(132件)を対象とした

振興策
「A7温泉観光の広告」
「A8温泉観光のイベント」
はともに132件(100%)
「A3観光地施設整備(116件/87.9%)」
「A5補助金・助成金(95件/72.0%)」

保全策：景観計画による緩やかな景観保全制度が選択される

保全策
最も高い「B5景観計画(96件/72.7%)」
最も低い「B4景観地区(9件/6.8%)」



4-2.国外温泉観光地の振興策と保全策の実態把握
表４ 選定事例の振興策・保全策

【国外】
振興策：温泉を含めた周遊ルートの作成や地域連携

カナダ トムソンオカナガン
ポルトガル Castro Daire
温泉を含めた周遊ルートの商品化



4-2. 国外温泉観光地の振興策と保全策の実態把握
表４ 選定事例の振興策・保全策

【国外】
振興策：温泉を含めた周遊ルートの作成や地域連携
保全策：温泉源や温泉地に特化した

指定制度を持つ地域は限定的

イタリア ボルツァーノ自治県
ハンガリー Miskolc
温泉や療養地指定制度

カナダ トムソンオカナガン
ポルトガル Castro Daire
温泉を含めた周遊ルートの商品化



4-2.国外温泉観光地の振興策と保全策の実態把握

イタリア ボルツァーノ自治県
ハンガリー Miskolc
温泉や療養地指定制度

カナダ トムソンオカナガン
ポルトガル Castro Daire
温泉を含めた周遊ルートの商品化

アメリカ ハワイ州・フロリダ州
イタリア Comene di Pantelleria
河川や地下水などの水源の保全制度
国立公園など自然資源保全のための
区域設定

【国外】
振興策：温泉を含めた周遊ルートの作成や地域連携
保全策：温泉源や温泉地に特化した

指定制度を持つ地域は限定的

表４ 選定事例の振興策・保全策

水資源などの資源保全のための施策が中心



5.国内事例にみる振興策・保全策の実態把握

表5 国外事例の振興策・保全策

振興策や保全策の具体的な取り組みを把握するため,特徴的な取り組みや実態が確認で
きた3事例を選定し,文献調査より,取り組み内容についてまとめたものを表5に示す

3事例に共通
地域内交通に対する施策実施
高山市「高山市温泉保養施設
等利用費助成事業」
温泉設備全体への整備補修の
補助など,多岐に渡り温泉に関
する資金補助を実現
倶知安町・伊東市
温泉法に基づく保護地域の
設定
温泉に対する規制は源泉を
対象としたものに留まる
立地や温泉施設に対する規
制は都市計画法などに
基づく別の目的に制定され
た条例などに頼っている

バス運行やタクシー導入による移動手段の充実や観光客誘引を目的とした施策が多い
温泉資源保全に対する施策は限定的で,温泉資源や観光地の持続的な利用へ向けては課
題が残る



5.総括
立地条件と統計情報からみる温泉観光地の特徴

国内外温泉観光地の振興策・保全策の全体傾向

【国内】
振興策：立地類型にかかわらず,観光需要の確保を目的とした

施設整備・補助金・情報発信が行われている
保全策：緩やかな景観保全制度が選択される

【国外】
振興策：温泉を含めた周遊ルートの作成や地域連携
保全策：温泉源や温泉地に特化した指定制度を持つ地域は限定的

水資源などの資源保全のための施策が中心

単一型：人口規模や観光規模が比較的小さい温泉観光地
周遊型：都市部からのアクセス性も良く,規模が大きい温泉観光地

国内事例にみる振興策・保全策の実態把握

バス運行やタクシー導入による移動手段の充実や観光客誘引を目的とした施策が多い
温泉資源保全に対する施策は限定的で,温泉資源や観光地の持続的な利用へ向けては課
題が残る
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